
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者： （１組：松崎）（２組：平澤）（３組：平澤）（４組：平澤）（５組：松崎）（６組：松崎）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態

１
学
期

【知識・技能】
・近代立憲主義の考え方の基本的な理解を踏まえ、国民主
権、基本的人権の尊重、権力分立、法の支配など、近代憲法
を構成する諸原則に関する知識を身につけている。
・敗戦から、GHQと日本政府による大日本帝国憲法の見直しに
至る経緯についての基本的な理解を踏まえ、日本国憲法の基
本原則に関する知識を身につけている。
・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通し
て，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を
共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であることに
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・近代立憲主義の考え方を用いて、国づくりにおける憲法制
定の重要性などについてみずからの考えを形づくり、判断し
たことを表現している。
・最高法規としての憲法の位置づけに関する基本的な考え方
を用いて、憲法改正手続きの妥当性などについてみずからの
考えを形づくり、判断したことを表現している。
・平等権に関する基本的な考え方に基づき、現実社会の差別
事例と差別解消の重要性などについてみずからの考えを形づ
くり、判断したことを表現している。
・精神的自由に関する基本的な考え方、身体的自由、経済的
自由を用いて、主な訴訟や判例の妥当性などについてみずか
らの考えを形づくり、判断したことを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深
い理解を通して，公共的な空間における人間としてのあり方
生き方についての自覚を深めようとしている。

第１部　第 ３ 章
公共的な空間における基本原理
【知識及び技能】
・近代立憲主義の考え方の基本的な理解を踏まえ、国
民主権、基本的人権の尊重、権力分立、法の支配な
ど、近代憲法を構成する諸原則に関する知識を身につ
けさせる。
・敗戦から、GHQと日本政府による大日本帝国憲法の見
直しに至る経緯についての基本的な理解を踏まえ、日
本国憲法の基本原則に関する知識を身につけさせる。
・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなど
を通して，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安
定性の確保を共に図ることが，公共的な空間を作る上
で必要であることについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・近代立憲主義の考え方を用いて、国づくりにおける
憲法制定の重要性などについてみずからの考えを形づ
くり、判断したことを表現できるようにする。
・最高法規としての憲法の位置づけに関する基本的な
考え方を用いて、憲法改正手続きの妥当性などについ
てみずからの考えを形づくり、判断したことを表現で
きるようにする。
・平等権に関する基本的な考え方に基づき、現実社会
の差別事例と差別解消の重要性などについてみずから
の考えを形づくり、判断したことを表現できるように
する。
・精神的自由に関する基本的な考え方、身体的自由、
経済的自由を用いて、主な訴訟や判例の妥当性などに
ついてみずからの考えを形づくり、判断したことを表
現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考
察や深い理解を通して，公共的な空間における基本的
な原理について理解させる。

定期考査
○ ○

第２部　第 １ 章
私たちと法
【知識及び技能】
・社会規範における法の特色に関する基本的な理解を
踏まえ、法の種類や法の秩序に関する資料を活用し
て、社会における法の役割や機能に関する知識を身に
つけさせる。
・所有権や契約に関する基本的な理解を踏まえ、契約
の成立や解除などの資料を活用して、法的な権利と責
任に関する知識を身につけさせる。
・司法の役割、刑事裁判とその課題などについて理解
し、知識を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・法に基づき社会を形成するという基本的な考え方を
用いて、法の役割や限界などについてみずからの考え
を形づくり、判断したことを表現し表現させる。
・契約の考え方、消費者の権利と責任などについてみ
ずからの考えを形づくり、判断したことを表現できる
ようにする。
・契約の考え方、消費者の権利と責任などに関わる課
題の解決を視野に、主体的に社会に関わることができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の形成を視野に，多面的・多角的な考
察や深い理解を通して，公共的な空間における基本的
な原理について理解させる。

・指導事項
１法や規範の意義と役割
２契約と消費者の権利・責任
３司法参加の意義

・教材
１教科書
２パワーポイントスライド

・一人１台端末の活用　等
１デジタル資料集

【知識及び技能】
・社会規範における法の特色に関する基本的な理解を踏ま
え、法の種類や法の秩序に関する資料を活用して、社会にお
ける法の役割や機能に関する知識を身につけている。
・所有権や契約に関する基本的な理解を踏まえ、契約の成立
や解除などの資料を活用して、法的な権利と責任に関する知
識を身につけている。
・司法の役割、刑事裁判とその課題などについて理解し、知
識を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・法に基づき社会を形成するという基本的な考え方を用い
て、法の役割や限界などについてみずからの考えを形づく
り、判断したことを表現し表現している。
・契約の考え方、消費者の権利と責任などについてみずから
の考えを形づくり、判断したことを表現している。
・契約の考え方、消費者の権利と責任などに関わる課題の解
決を視野に、主体的に社会に関わろうとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の形成を視野に，多面的・多角的な考察や深
い理解を通して，公共的な空間における基本的な原理につい
て理解できている。

○ ○

評価規準 知 思

○ ○ ○ 13

・指導事項
１近代憲法に流れる考え方
２多数決のジレンマと近代憲法主
義の意義
３日本国憲法に生きる基本的原理
４平等権、自由権

・教材
１教科書
２パワーポイントスライド

・一人１台端末の活用　等
１デジタル資料集

1

高等学校 令和8年度　　　　教科

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論、及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解しているとともに、諸資料から
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに、多角的な考察を通し
て、国民主権を担う公民として、各国民が協力し合うこと
の大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる
概念や理論について理解するとともに、倫理的主体として活動する
ために必要な情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

現代の諸課題の解決に向けて、公共的な空間における
基本的原理を活用して、事実を基に多角的に考察し公
正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れ
ながら考えたことを議論する力を養う。

新版　公共　数研出版

公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したり，合意形成や社会
参画を視野に入れながら構想したことを議論している。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

14○



２
学
期

第２部　第 ２ 章　第２節
国際社会の動向と日本の役割①
【知識及び技能】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢
献を含む国際社会における我が国の役割などに関わる
現実社会の事柄や課題を基に，国際社会における我が
国の役割について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察した
ことを表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢
献を含む国際社会における我が国の役割などに関わる
現実社会の事柄や課題を基に，国際社会における我が
国の役割について主体的に考えさせる。

・指導事項
１国際政治の動向
２国際政治の課題と日本の役割

・教材
１教科書
２パワーポイントスライド

・一人１台端末の活用　等
１デジタル資料集

【知識及び技能】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含
む国際社会における我が国の役割などに関わる現実社会の事
柄や課題を基に，国際社会における我が国の役割について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定
し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解
決に向けて事実を基に協働して考察したことを表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含
む国際社会における我が国の役割などに関わる現実社会の事
柄や課題を基に，国際社会における我が国の役割について主
体的に考えることができる。

〇 〇

第２部　第 ３ 章
現代の経済社会と経済活動のあり方①
【知識及び技能】
・雇用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と限
界，金融の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題を
基に，公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資
源の効率的な配分が図られることついて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察した
ことを，論拠をもって表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多角的な考察を通し
て，雇用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と
限界，金融の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題
といった現代の諸課題を主体的に考えさせる。

・指導事項
１経済のしくみと市場機構
２財政と金融

・教材
１教科書
２パワーポイントスライド

・一人１台端末の活用　等
１デジタル資料集

【知識及び技能】
・雇用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と限界，金
融の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正か
つ自由な経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が
図られることついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定
し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解
決に向けて事実を基に協働して考察したことを，論拠をもっ
て表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多角的な考察を通して，雇
用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と限界，金融の
働きなどに関わる現実社会の事柄や課題といった現代の諸課
題を主体的に考えることができる。

〇 〇

第２部　第 ２ 章　第３節
国際社会の動向と日本の役割②
【知識及び技能】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢
献を含む国際社会における我が国の役割などに関わる
現実社会の事柄や課題を基に，国際社会における我が
国の役割について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察した
ことを表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢
献を含む国際社会における我が国の役割などに関わる
現実社会の事柄や課題を基に，国際社会における我が
国の役割について主体的に考えさせる。

〇 10

第２部　第 ３ 章
現代の経済社会と経済活動のあり方②
【知識及び技能】
・雇用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と限
界，金融の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題を
基に，公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資
源の効率的な配分が図られることついて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題
を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，
その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察した
ことを，論拠をもって表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多角的な考察を通し
て，雇用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と
限界，金融の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題
といった現代の諸課題を主体的に考えさせる。

・指導事項
１日本経済の発展と変化
２豊かな生活と福祉の実現

・教材
１教科書
２パワーポイントスライド

・一人１台端末の活用　等
１デジタル資料集

【知識及び技能】
・雇用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と限界，金
融の働きなどに関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正か
つ自由な経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が
図られることついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定
し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解
決に向けて事実を基に協働して考察したことを，論拠をもっ
て表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多角的な考察を通して，雇
用と労働，財政，社会保障，市場経済の機能と限界，金融の
働きなどに関わる現実社会の事柄や課題といった現代の諸課
題を主体的に考えることができる。

〇 〇 〇 12

・指導事項
１国際経済の動向と国際協力

・教材
１教科書
２パワーポイントスライド

・一人１台端末の活用　等
１デジタル資料集

【知識及び技能】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含
む国際社会における我が国の役割などに関わる現実社会の事
柄や課題を基に，国際社会における我が国の役割について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定
し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解
決に向けて事実を基に協働して考察したことを表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・国家主権，領土，我が国の安全保障と防衛，国際貢献を含
む国際社会における我が国の役割などに関わる現実社会の事
柄や課題を基に，国際社会における我が国の役割について主
体的に考えることができる。

〇 〇 〇

〇

・指導事項
１日本の政治機構
２政治参加と民主政治の課題

・教材
１教科書
２パワーポイントスライド

・一人１台端末の活用　等
１デジタル資料集

【知識及び技能】
・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通し
て，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を
共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であることに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理について，思考実験など
概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と社会
との関わりにおいて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考察や深
い理解を通して，公共的な空間における基本的な原理につい
て理解している。

○ ○ ○ 7

３
学
期

定期考査

○ ○
合計
70

11

1

定期考査
○ ○ 1

第２部　第 ２ 章
現代の民主政治と政治参加の意義
【知識及び技能】
・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなど
を通して，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安
定性の確保を共に図ることが，公共的な空間を作る上
で必要であることについて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・公共的な空間における基本的原理について，思考実
験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通し
て，個人と社会との関わりにおいて多面的・多角的に
考察し，表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・よりよい社会の実現を視野に，多面的・多角的な考
察や深い理解を通して，公共的な空間における基本的
な原理について理解させる。


